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昨
年
は
、
合
併
と
い
う
大
事
業

を
成
し
遂
げ
、
歴
史
に
残
る
年
で

あ
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
、
議

員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
度

重
な
る
ご
労
苦
に
対
し
衷
心
よ
り

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
全
国

の
市
町
村
は
、
今
年
三
月
末
ま
で

に
三
千
二
百
余
り
か
ら
一
千
八
百

余
り
と
な
り
、
全
国
的
に
新
し
い

市
が
出
揃
い
ま
し
た
。
淡
路
島
も

三
市
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
南
あ

わ
じ
市
に
と
っ
て
も
本
格
的
な
始

動
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
格
的
な
地
方
分
権
を

確
立
す
る
た
め
、
政
府
は
政
策
金

融
改
革
、
総
人
件
費
改
革
、
医
療

制
度
改
革
、
民
間
へ
の
業
務
開
放
・

規
制
改
革
な
ど
を
通
じ
「
小
さ
く

て
効
率
的
な
政
府
」
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
規
制
・
金
融
・
税
制
・

歳
出
等
の
改
革
を
推
進
す
る
な
ど
、

各
分
野
に
わ
た

る
構
造
改
革
を

断
行
し
て
お
り

ま
す
。「
国
か

ら
地
方
へ
」
の

方
針
は
、
三
位

一
体
改
革
の

総
仕
上
げ
と
し

て
、
四
兆
円
を

上
回
る
国
庫
補

助
負
担
金
の
改

革
、
三
兆
円
規

模
の
税
源
移
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第
八
回
市
議
会
定
例
会
が
三
月
六
日
に
召
集
さ
れ
、
中
田
勝
久
市
長
が
平
成
十
八
年
度
施

政
方
針
と
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
は
南
あ
わ
じ
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

譲
、
地
方
交
付
税
改
革
を
確
実
に

実
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
は
、
大
き
な
時
代
の
う
ね

り
に
埋
没
す
る
こ
と
な
く
、
独
自

性
を
特
化
さ
せ
自
主
自
立
の
考
え

方
を
定
着
さ
せ
な
が
ら
、
戦
略
的

に
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
正
に
今
は
正
念
場
で
あ

り
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
を
実

現
す
る
た
め
、
地
方
自
治
の
あ
り

方
や
行
政
運
営
の
手
法
な
ど
に
対

し
て
抜
本
的
な
考
え
方
の
変
革
を

求
め
る
「
認
識
の
構
造
改
革
」
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策

　

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
は
、

働
く
場
所
の
確
保
、
住
む
所
の
確

保
、
子
育
て
環
境
の
整
備
、
女
性

が
働
き
や
す
い
環
境
の
整
備
、
固

定
的
な
男
女
役
割
分
業
観
の
変
革

の
五
つ
が
大
き
な
要
素
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で

子
育
て
支
援
を
行
う
と
い
う
シ
ス

「
本 

格 

的 

な 

始 

動 

の 

年
」
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学
生
の
皆
さ
ん
へ

 

学
生
納
付
特
例
制
度
を

　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
、
40
年
間
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
学
生

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
学
生
に
は
、
学
生
本

人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▽
対
象
者　

20
歳
以
上
の
学
生

（
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高

等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
）
で

あ
っ
て
、
本
人
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
人

　

※
夜
間
・
定
時
制
・
通
信
制
の

学
生
も
含
ま
れ
ま
す

▽
申
請
先　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
、
出
張
所
、
連
絡
所
、
支
所

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
の

　
　

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い

▽
持
参
す
る
も
の　

①
学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書
②
基
礎
年

金
番
号
の
わ
か
る
も
の
（
年
金

手
帳
や
納
付
書
）
③
各
種
学
校

に
通
う
学
生
は
、
修
業
年
月
が

１
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
④
印
か
ん

▽
承
認
を
受
け
る
と　

平
成
18
年

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の

必
要
な
期
間
に
は
含
ま
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

納
付
（
追
納
と
い
い
ま
す
）
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
満

額
に
近
づ
け
た
い
人
は
、
お
早

め
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。（
た

だ
し
、
承
認
を
受
け
た
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降

に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合

は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
）

問
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明
石
社
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保
険
事
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87
％
が
圧
迫
死

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
死
因

の
内
訳
は
、

家
具
の
転

倒
、
家
屋

の
倒
壊
に

よ
る
圧
迫

死
が
約
八
十
七
％
、
焼
死
が
約

九
％
で
す
。
こ
の
数
字
か
ら
い
か

に
各
家
庭
に
お
い
て
、
家
具
の
安

全
配
置
や
耐
震
化
に
つ
い
て
の
対

策
が
と
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
が

わ
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
の
午
前
五
時

四
十
六
分
か
ら
午
前
六
時
の
間
に

三
千
二
百
六
十
六
人
の
方
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
十
五
分

の
間
に
死
者
の
六
割
の
方
が
即
死

状
態
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
焼
死
に
つ
い
て
は
、
家

具
の
転
倒
や
家
屋
の
倒
壊
に
よ

り
、
身
動
き
が
と
れ
な
い
た
め
、

延
焼
す
る
火
災
に
ま
き
込
ま
れ
て

亡
く
な
っ
た
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
家
具
は

き
ち
ん
と
固
定
さ
れ
て
い
ま
す

か
？
高
い
所
に
物
は
置
い
て
い
ま

せ
ん
か
？
家
屋
の
耐
震
化
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
は
と
ら
れ

て
い
ま
す
か
？
災
害
時
に
際
し
て

の
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
い
ま

す
か
？

　

防
災
対
策
は
、
ま
ず
第
一
に
わ

が
身
を
守
る
こ
と
、
次
に
家
族
を

守
る
こ
と
で
す
。
避
難
に
つ
い
て

考
え
る
前
に
、
わ
が
家
の
防
災
対

策
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
の
防
災
対
策
は
大
丈
夫
？

南あわじ市防災ネット
http://bosai.net/
minamiawaji/

　
　
　
ひ
と
口
メ
モ

防災課
☎43-5006

テ
ム
づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
企

業
誘
致
、
住
宅
開
発
や
住
環
境
の

整
備
、
定
住
対
策
、
保
育
・
教
育

の
質
的
向
上
と
地
域
の
支
援
、
男

性
を
含
め
た
育
児
休
業
の
取
得
な

ど
を
促
進
誘
発
し
、
総
合
的
な
対

策
を
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

防
災
対
策

　

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、身
体
、

財
産
を
守
る
こ
と
は
行
政
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
災
害
予

防
、
災
害
応
急
対
策
、
災
害
復
旧
・

復
興
の
各
段
階
に
お
い
て
、
防
災

対
策
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

甚
大
な
被
害
の
発
生
が
想
定
さ

れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
市
の
主
要
事

業
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備

事
業
を
活
用
し
て
、
屋
内
外
告
知

機
能
の
充
実
強
化
等
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ハ
ー
ド
事
業
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害
発
生
時

に
は
即
座
に
避
難
し
、
近
隣
で
助

け
合
い
、
尊
い
命
を
守
る
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織

の
構
築
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
常

に
地
域
の
状
況
を
住
民
が
把
握

し
、
迅
速
に
対
応
す
る
習
慣
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

ふ
る
さ
と
資
源
の
有
効
活
用

　

市
町
村
の
合
併
が
す
す
む
中
、

今
後
の
自
治
体
は
、
独
自
の
魅
力

を
磨
き
な
が
ら
地
域
の
潜
在
力
を

引
き
出
し
、
日
本
や
世
界
の
中
で

一
流
の
自
立
す
る
田
舎
や
都
市
を

確
立
さ
せ
、
い
か
に
オ
ン
リ
ー
１

に
な
る
か
を
め
ざ
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
優
れ
た
「
ふ
る

さ
と
資
源
」を
有
し
て
お
り
ま
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
支
援
事
業

を
行
っ
て
い
る
瓦
や
評
価
の
高
い

玉
葱
の
よ
う
に
、
特
徴
や
独
自
性

を
選
択
と
集
中
に
よ
り
成
長
進
化

さ
せ
、
知
恵
と
工
夫
を
こ
ら
し
な

が
ら
、
安
心
・
安
全
・
高
品
質
・

本
物
志
向
に
対
応
し
、
よ
り
一
層

全
国
に
発
信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
後
は
関
係
団
体
の
自
主

性
の
も
と
着
実
で
効
果
的
な
事
業

展
開
を
支
援
し
、
県
が
す
す
め
る

「
淡
路
島
産
品
販
路
拡
大
推
進
事

業
」
と
協
調
し
て
ま
い
り
ま
す
。

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
の
実
現

　

少
子
高
齢
社
会
へ
の
突
入
と
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
、
団
塊
の
世

代
が
定
年
を
迎
え
る
二
〇
〇
七
年

問
題
、
政
府
の
各
種
改
革
に
よ
る

負
担
増
大
、県
か
ら
の
事
務
移
譲
、

厳
し
い
市
の
財
政
状
況
な
ど
、
数

多
く
の
構
造
的
重
要
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

昨
年
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
、
南

あ
わ
じ
市
の
人
口
が
二
〇
〇
〇
年

の
五
万
四
千
九
百
七
十
九
人
か

ら
二
〇
〇
五
年
の
速
報
値
で
は

五
万
二
千
二
百
八
十
一
人
と
約

二
千
七
百
人
が
減
少
し
、
地
方
交

付
税
に
も
大
き
く
影
響
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

現
状
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら

の
事
務
事
業
の
継
続
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
膨
大
な
市
民
か
ら
の
要
望

や
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
展
開

が
必
然
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　　

各
種
要
因
に
よ
り
財
政
状
況
が

悪
化
す
る
な
か
、
今
後
は
、
持
続

的
発
展
可
能
な
都ま
ち市
づ
く
り
や
多

様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

へ
対
応
す
る
た
め
に
、「
選
択
と
集

中
」「
自
主
自
立
」
を
旨
に
、
市
民

の
深
い
ご
理
解
を
賜
り
、
高
齢
者

の
知
恵
と
経
験
を
結
集
し
な
が
ら

積
極
的
か
つ
大
胆
な
行
財
政
の
効

率
化
を
す
す
め
て
、
行
政
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
と
し
て
本
格
的
始

動
の
年
と
な
る
予
算
の
編
成
に
あ

た
っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
苦
渋
の
決
断
を
強
い

ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
要
望
や
是

非
と
も
着
手
す
べ
き
事
業
な
ど
、

全
て
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
困
難

な
な
か
、
事
業
の
緊
急
性
、
優
先

順
位
を
精
査
検
討
し
、
的
確
な
事

業
展
開
が
図
ら
れ
る
よ
う
財
源
の

効
率
的
か
つ
効
果
的
配
分
に
努
め

て
お
り
ま
す
。

▲施政方針を述べる中田市長


